
91

都市域の設定にもとつ くわが国主要中心都市の

規模および発展動向についての考察

水 田 昭 夫*

DiscussiononScalesandDevelopingTendenciesofMainCentral

CitiesinJapanBesedonDemarcationofUrbanAreas

AkioMIZUTA

は じ め に

わが国は世界的にみて も都市化の進んだ国であり,狭 小な国土にはかなり高い中心性ま

たは独立性をもった大小500に 余 る都市が高密度に分布 し,こ のうち当該中心市域に準ず

る一体的な市町村を含めて人口10万を超える規模を有する都市は145を 数える.近 年,地

域の産業構造や社会的 ・経済的環境の変化に伴って,こ れ ら全国各都市間の発展性には著

るしい格差が生れつっある様にみえる.地 域中心性の強い地方都市にあ って も,発 展都市

と衰退都市,或 はその中間的な都市などに明確な色別けを行うことが出来る.本 文では,

近年における全国の主要中心都市の規模および発展の動向を,一 定の基準による統括的な

都市域の設定にもとついて地域別に対比 ・考察 し,併 せて各都市の規模,発 展動向,地 理

的位置,機 能的特性などの間にどの様な係わり合いがあるかについても若干の考察を試み

たものである.

1.都 市 域の設定

この様な都市の規模や発展動向を論ずるにあた り,一 般には市域単位の統計資料にもと

ついて考察が行われるのであるが,現 行の市域は統括的な都市空間を代表させるには必ず

しも適当ではない場合が多いのは周知の事実である.そ れは広大に過ぎる場合 もみ られる

が,狭 小に過ぎる場合の方がはるかに多い.都 市が膨脹発展 して規模が大きくなればなる

程,そ の急激な周辺部への発展に対 して行政域の拡大がそれに伴わな くなり,単 一の都市

域を統括すべき行政域の過小の傾向が顕著となるのである.例 えば筆者の試算によれば,

大阪大都市圏に占める大阪市の人ロシェアは僅か26%に 過ぎず,東 京大都市圏にっいても

東京特別区のそれは36°oに過ぎない.こ れらは極端な事例であるが,当 該市域を超えて発

展 している多 くの都市については,そ の都市域の適確な範囲を設定する事が全国的対比を

行う上で必要な前提条件となって くる.

そこで,単 一の都市地域の範囲を地理的にみて統一的なまとまりあるものとするために,

周辺市町村の行政域毎に必要な検討を加えたのである.そ の結果が新 しい一体的な都市地

域を示すための 「中心都市の市域に準ずる市町村」の設定である.地 域設定の基準を定め

*地 理学研究室(昭 和62年9月16日 受理)



92 奈 良 大 学 紀 要 第16号

るにあたり,こ の 「準ずる市町村」とは云 う迄もな く,中 心市の市域 と同列に取 り扱うこ

とが望ましいと考えられる周辺の市町村のことであるので,選 定基準設定のための次の5

つの条件を配慮検討することとした.

(1)都 市的景観の保有一 景観的に中心市と市街地が概ね連担 し等質性を示す こと.(各

種地図により考察)

② 過去または現在における発展の度合いの高さ一 人口増減率については,す でに中心

市に準ずる過飽和のためにその伸びが停滞ないしは減少を示すか,或 は逆に郊外地域

としての都市的発展によって,可 成高い増加率を持続していること(具 体的には,S.

50～55+4%以 上,S.55～60+5%以 上の市町村).

(3)都 市的産業の卓越一 第2次,第3次 産業就業率が,一一定以上の高率(S.55現 在.

70%以 上)を 示す こと.即 ち,第1次 産業就業率は30%未 満であること.

(4)中 心市に対する日常の人的関連性の強さ一S.55に おいて中心市への通勤 ・通学者

数が当該市町村常住就業者数の20%を 超える高い割合を示す こと.

(5)行 政域の連続性一 形態的にみて,中 心市またはこれに連接する 「準ずる市町村」と

相互に連続すること.(例 えば,茨 城県牛久市 ・茎崎町の様な行政域上の飛地は,他

の(1)～(4)の条件を満 していても除かれる.)

以上の5条 件を考慮のうえ,全 国の市町村のすべてについてそれぞれの検討を行い,こ

れらすべての条件を満足するものとして,表1の 「中心都市の市域に準ずる市町村」を選

定 した.

「中心都市の市域に準ずる市町村」は,77の 中心都市の周辺330市 町村であるが,そ の

分布状況は,当 然のことながら,大 都市の周辺部において集中的である.全 国最大の都市

東京では,都 下と神奈川,埼 玉,千 葉,茨 城各県の1都4県 にまたがる79も の市と町を包

含する.第2位 にランクされる大阪では,府 下と兵庫,奈 良の両県,京 都府の一部にまた

がる46市町を含め,こ れに隣接する京都は府下の8市 町,神 戸 も兵庫県下の3市 町をそれ

ぞれ自らの圏域に収めている.名 古屋圏には愛知県下の19市 町村を含み,ま た福岡圏では

県下の17市 町を収めている.そ の他,圏 域市町村数の多い都市は,那 覇9,北 九州7,甲

府6,仙 台,岐 阜,浜 松,岡 山,広 島,高 松,熊 本,鹿 児島の各5な どである.

「準ずる市町村」を含めた圏域の形状をおもな大都市別にみると,東 京は東,南,北 西

のr京 都は北東,南,西 の,福 岡は北東,南 東,西 のそれぞれ3方 向に頂点を有するほぼ

正三角形を示 し,大 阪と名古屋は共に南北に,神 戸は東西に長軸を もつ楕円形を示 してい

る.こ れらは各都市周辺の地勢と交通路線の形態の反映に他ならない.ま た,圏 域空間の

規模は,東 京でほぼ半径40km,大 阪で30㎞,名 古屋と福岡で各20kmの 拡が りを示す.

大阪圏を例に,大 阪市を中核とする大都市圏域に包含されるとみ られる市町村のエリア

を設定すると,大 阪府下では泉州南部を除 く地域の大半,兵 庫県の阪神間地域,奈 良県の

北西部地域などに,京 都府南部の一部地域を包含 しており,こ の範囲が人口1,000万 を有

する大大阪エリアを構成する地理的空間であるとみなされる.

表2は 都市別にみた 「中心都市の市域に準ずる市町村」の人口と人口比にっいて示す も

のである.該 当市町村人口は全国総人口の23°oにあたる2,788万 人(S.60)を 占めるが,

その分布は巨大都市圏での卓越が顕著で,東 京は1,465万 人(全 国比52.6%),大 阪は727

万人(同26.1%)に のぼり,第3位 の名古屋(92万 人)以 下とは格段に大規模な人口を

もち,こ の東西2大 都市丈で全国の78.6%の 圏域人口を占めている.そ の他には,名 古屋

をはじめ,札 幌,仙 台,広 島,福 岡といった広域中心の大都市,新 潟,金 沢,京 都,神 戸,
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表1.中 心都市 の市域 に準 ずる市町村 一一覧(77都 市 ・330市 町村)
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高松の準広域中心都市,帯 広,盛 岡,表2

甲府,岐 阜,浜 松,北 九州,長 崎,熊

本,鹿 児島,那 覇など,合 併の余 り進

行 していない県域中心的な都市の周辺

部への溢出人口が大 きいことがわか

る.

次に,中 心市域人口に対する周辺部

の都市圏内市町村人口の比率をみると,

格段に高率を示す大阪,東 京のほか,

那覇,飯 塚,福 岡,甲 府,名 古屋等が

高率都市にあげられる.

H.中 心都市の規模と発展動向

中心都市の市域 に準ず る市町村の人 口 ・人 口比率

表3は 圏域人口10万人を超える各中

心都市の分布状況,規 模,'発 展動向,

および機能的特性にっいて,最 近の統

計資料を用いて表示 したものである.

本表では中心市域丈でな く周辺部の

「中心市域に準ずる市町村域」も加え

て算出してあるので,各 都市間の規模,

発展動向を統一尺度で比較するのに便

利である.表 は,ま ず全国を12の 地域

に区分 し,各 地域毎に中心都市を人口

順に配列 し,そ れぞれの人ロと商業

(卸 ・小売のみ)の 年間販売額とによっ

て都市規模を,ま た最近10年 間の人口増減率と9年 間の卸 ・小売業年間販売額伸び率とに

よって近年の発展動向を,そ れぞれ実数および5階 級区分によって示 してある.ま た,各
　 　 　

中心市域の機能的特性にっいては,S.55就 業人日比の平均値に対 して大 き く卓越する産

業別都市機能にっいて,表 を付 してある.(分 類法にっいては表末尾の別注参照)

1.分 布状況

全国各地域の中心都市について,分 布上の特徴的な事項を略記する.

(北海道)地 域の低い人口密度を反映 して,都 市密度 もまた非常に低い.

(東 北)都 市の分布密度は低い方であるが,地 域内ではその地勢的特徴を反映 して割

合平均的な分布をみせる.

(関 東)巨 大都市を中核とする地域で,都 市の分布密度は東海,近 畿,山 陽,北 九州

と共に高い.東 京は,そ の西から南への外郭部を中心に18もの伸び率の高い準衛星都市的

中規模中心都市を保有する.

(甲信越)分 布密度はそれほど高 くないが,南 北に長い域内にバランスよく分布する.

(北 陸)金 沢を中央に,富 山から福井まで5都 市が近接立地する,都 市群としてよく

まとまった地域といえる.

(東 海)都 市密度は非常に高 く,名 古屋を中核とする21もの中心都市群と,静 岡 ・沼

津を中核とする8都 市の駿河湾岸グループとに2分 されるが,後 者の地域は名古屋よりは

を
準
村
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(注) -

∩∠

3

表3.人 口10万 人以上 の中心都市の規模 ・発展動 向 ・機能 的特 性

都 市名欄の☆ 印は中心都市の市域に準ず る市町村を含む都 市。

規模欄の()内 数字 は、 それぞれ東京を100と す る各都 市分の指数を示す。

S.60,S.51卸 ・小売額は、それぞれS59.5～60.4,S50.5～51.4の 年 間販売 額をい う。
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規 模 発 展 動 に」
機能的特性

地 域 都 市 名
S.60人 ロ 階級 S.60卸 ・小 売 額 階級

S.50^-60
人 ロ増 減率 階級

S.51^-60

卸 ・小売 額 階級 S.55

倍 率

人 億円 00 倍
北九州 ☆北 九 州 1,297,135(5.6) C 31,929(1.7) C 3.1 D 1.44 E 交通

☆熊 本 659,557(2.9) D 25,470(1.3) C 18.4 B 2.03 B
公務 ・サ ービス
・商 業

☆長 崎 529,175(2.3) D 14,656(0.8) D 5.3 C 1.83 C 商 業 ・サ ー ビス

☆大 分 403,138(1.8) D 13,737(0.7) D 22.1 A 2.18 B 交通 ・商 業 ・
サー ビス

佐 世 保 250,633(1.1) E 5,769(0.3) D △0.0 E 1.75 C 公務 ・商 業 ・
サー ビス

☆久 留 米 248,601(1.1) E 8,358(0.4) D 9.9 C 1.87 C 公務 ・商 業 ・
サー ビス

☆佐 賀 187,579(0.8) E 7,836(0.4) D 10.9 B 1.99 C
公務 ・サー ビス
・商業

大 牟 田 159,424(0.7) E 2,732(0.1) E △3.9 E 1.51 D 鉱業 ・公務

別 府 134,775(0.6) E 2,158(0.1) E 0.7 D 1.54 D サ ー ビス ・公 務
・商 業

☆飯 塚 133,530(0.6) E 2,470(0.1) E 9.6 C 1.56 D 公 務 ・サ ー ビ ス

八 代 108,790(0.5) E 2,908(0.2) E 4.9 D 2.66 A 商業

南九州 ☆鹿 児 島 609,277(2.6) D 24,372(1.3) C 17.0 B i・ C 商業 ・交通 ・
サ ービス

☆ 那 覇 563,152(2.4) D 13,699(0.7) D 16.3 B 1.96 C
公務 ・サー ビス
・交通 ・商業

☆ 宮 崎 325,350(1.4) D 11,987(0.6) D 21.0 A 2.09 B 公務 ・サ ービス
・商 業

☆ 都 城 150,930(0.7) E 3,018(0.2) E 12.6 B 1.87 C 標準

延 岡 136,381(0.6) E 2,218(0.1) E 1.4 D 1.66 D 標準

沖 縄 101,210(0.4)●E 1,347(0.1) E 10.8 B 2.05 B サ ー ビ ス ・商 業

(別注)各 都市の機能的特性欄は、S.55実 施の国勢調査 による各都市(中 心 市域)産 業別就業 者数構成100分 比

の全国平均値 との比較において、その相対的卓越度の高い もの を順 次記載 してある。

産業分類

農業、林業 ・狩猟業

都市機能(地 図記号)

漁業 ・水産養殖業

鉱 業

建設業、製 造業

卸売 業 ・小売業、金融保険業、不動産業 …商 業(C)

運輸通信業、電気 ガス水道熱供給 交通(T)

業

務

スビ一サ

公

全 国 平 均 値

農 業(A)10.1%

水 産(F)0.8

鉱 業(M)0.2

工 業(1)33.3

26.4

6.9

サ ー ビ ス(S)18.6

公 務(0)3.6

機能的特性値

20S°0

5s

5S

39S

30s

8≦

21s

55

表中、標準都 市(N)と は、左記の何れ にも該 当せず、工 業(27～39%)、 商業(22～1'.)、 交通(5～8%)、

サービス(16～21%)、 公務(3～5%)の5業 種を何れ も平均的 に満た す都 市を い う。
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む しろ首都圏の外延地帯 とみることができる.

(近 畿)

(山 陰)

(山 陽)

(四 国)

(北 九州)

(南 九州)

2

地勢の関係か ら,主 要都市はすべて中央部の低地帯に高密度に集中 している.

都市数は3っ で,地 域 としては最少である.そ の分布は東半に偏る.

山口を除 くすべての都市が,瀬 戸内海の北岸沿いに横一列に分布する.

四面各県1都 市的な都市分布をみせる.

福岡を中核とする,わ が国第4の 都市集積地を形成 している.

沖縄を除 く九州南部地域では,4っ の都市がほぼ等間隔,列 状に立地する.

都 市 規 模

都 市 規模 を代 表 す る人 口規 模 と商 業 規 模 の 大 小 は,特 定 の 都 市 に つ い て み れ は,必 ず し

も両 者 が 一致 す る もの で はな い.拠 点 性,中 心 性 の 高 い都 市 ほ ど人 口規 模 に比 べ 商 業 規 模

の 大 き さが顕 著 で,逆 に拠 点性,中 心 性 の 低 い都 市 は,人 口規 模 よ り も商 業 規 模 の 劣 弱 さ

が 目立 つ 様 に な る.一 般 的 に都 市規模 は人 口を 以 て あ らわ す こ とが 多 いが,む しろ,商 業

規 模 を以 て 都 市 規 模 を 測 る方 が 妥 当 性 が よ り高 い と 云 い得 る.表3で は卸 売 額 と小 売 額 の

合 計 額(飲 食 店 販売 額 はS.60資 料 を 欠 くた め 省 く)が 示 され て い るが,次 に この 額 を 中

心 と して 地 域 別,都 市 別 に展 望 を 試 み よ う.

(北海道)こ の 地域 で は,規 模 階 級 ラ ンク(A～Eの5分 類)Bの 札 幌 が 際 立 って お り,

年 間10兆 円を超 え る全 国第5位 の販売 額 を もつ.Dラ ンク には 旭 川 を は じめ,函 館,釧 路,

帯 広 な ど6都 市 が あ る.

(東 北)Cラ ンクの 仙 台(8兆 円,全 国 第7位)が 際 立 ち,こ れ に次 い でDラ ン クに

秋 田,盛 岡,青 森,郡 山,山 形,福 島 な ど8都 市 が み られ る.

(関 東)Aラ ンクの2,300万 都 市 東 京 で は,年 間 卸 ・小 売 業 販 売 額 が193兆 円 に達 し,

全国 最 大 の 商 業 中 心 地 を 誇 る.ほ か に大 中 心 は な い が,Cラ ン クに宇 都宮,Dラ ン クに 前

橋,水 戸,高 崎 な ど12都 市が み られ る.

(甲信 越)Cラ ン クの 新 潟 を最 大 と し,こ れ に次 ぐ長 野,Dラ ンクは 松 本,甲 府,長 岡

の3都 市 が み られ る.

(北 陸)Cラ ン クの金 沢 を最 大 にsこ れ に次 ぐ富 山,Dラ ンクは 福 井,高 岡 の2都 市

が み られ る.

(東 海)Bラ ン クの300万 都 市 名 古 屋 は36兆 円 を 超 え 全 国 第3位,Cラ ン ク に 静 岡,

浜 松,岐 阜 の3都 市,Dラ ン クは豊 橋,沼 津,清 水,四 日市 な ど9都 市 を 算 え る.

(近 畿)Aラ ン クの1,000万 都 市 大 阪 は 販 売 額77兆 円 を 超 え,東 京 に 次 ぎ全 国第2位,

西 日本 地 域 の 商 業 中 心 の 座 を 堅 持 す る.な お,東 京 を100と す る大 阪 の 指 数 は,人 口 で43,

卸 ・小 売 額 で40で あ る.200万 都 市 の 神 戸 と京 都 の 販 売 額 は 共 にCラ ン ク に 属 し,Dラ ン

クは姫 路,和 歌 山 と大 津 の3都 市 で あ る.

(山 陰)松 江,米 子,鳥 取 の3都 市 がDラ ン クで ほ ぼ一線 に 並 び,と くに 抜 け 出 す都'

市 は み られ な い.

(山 陽)Cラ ンク に広 島(8兆 円,全 国 第6位)と これ に次 ぐ岡 山 とが あ り,Dラ ン

クに は福 山,倉 敷,下 関,徳 山 な ど6都 市 が あ る.

(四 国)広 域 拠 点 性 の 強 いCラ ンクの 高 松 を トップに,Dラ ン クの 松 山,高 知,徳 島

の 順 で これ に続 く.

(北 九 州)Bラ ン クの福 岡 は14兆 円を 超 え 全 国 第4位 と群 を 抜 く.Cラ ンクは 北 九 州,

熊 本 の2都 市,Dラ ン クは長 崎,大 分,久 留 米,佐 賀,佐 世 保 の5都 市 で あ る.福 岡 と北

九 州 の 人 口 は 合 せ る と名 古屋 を 上 ま わ る もの と な る.
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(南九州)Cラ ンクの鹿見島を最大に,Dラ ンクの那覇,宮 崎2都 市が続 く.

3.近 年の発展動向

10万人以上の中心都市にっいて,人 口の伸び,卸 ・小売業販売額の伸 びが共に高率なも

の,共 に低率なものについて,各 地域別にみてゆく.そ の高率なものは後背地が豊かで発

展性の高い商業中心地,低 率なものは構造的不況下にある企業城下町に代表される.

(北海道)札 幌と帯広,北 見(い ずれも内陸立地)の 伸びが高い.一 方,函 館,釧 路の

発展が近年停滞 しているほか,と くに小樽,室 蘭は衰退的でさえある.

(東 北)ひ とり仙台の伸びが著るしい.日 本海側の弘前,酒 田,鶴 岡,会 津若松の4

都市は停滞的な発展動向を示 している.

(関 東)発 展的な都市の極めて多い地域で,と くに北関東では水戸,土 浦や新興工業

都市の勝田,太 田など,南 関東では岩槻,野 田,市 原,大 和,相 模原,座 間,厚 木,平 塚

の各都市における伸びが大きい.東 京の伸び率は人口では平均的,商 業ではやや高い方に

属する.一 ・方,機 業地の足利,桐 生や横須賀,小 田原4都 市の伸びは小さい.

(甲信越)甲 府の伸びの高さが目立つ一方,長 岡と上越の伸びはやや低いといえよう.

地域全体としては,全 国平均の伸び率に最 も近い.

(北 陸)伸 びの著るしい都市は見 られないが,富 山と金沢のはざまにあたる高岡や福

井の伸びはやや小 さい.

(東 海)各 務原,小 牧,刈 谷,安 城,岡 崎,豊 田など名古屋近郊各都市の伸び率が著

るしい.静 岡の準衛星的都市とみられる藤枝 も近年工業化の進展に伴い高い伸び率を示す.

豊橋,浜 松の伸びもやや高い方に属する.中 核都市名古屋の伸びは,人 口でやや低 く,商

業では全国平均程度である.一 ・方,清 水,大 垣,松 阪,伊 勢の各都市の伸びは緩やかであ

る.

(近 畿)最 も発展的な関東とは極めて対照的であり,伸 び率は全国12地 域中の最低 ラ

ンクにとどまっている.し かし,際 立って伸びの低い都市はなく,大 津,加 古川2都 市の

伸び率は可成高いものである.京 阪神3都 の伸びは人口,商 業共やや低い方である.

(山 陰)地 域としての伸び率はほぼ全国平均なみである.と くに発展的な都市はみら

れないが,米 子がやや伸びを示している.

(山 陽)岡 山と山口,防 府の伸びがやや高い.と くに近年の山口(市 域南部)の 伸び

は注目に値する.一 方,倉 敷,尾 道,呉,岩 国,徳 山,下 関の各臨海都市は伸びなやみの

傾向を示す.

(四 国)後 背地に恵まれた松山がひとり高い伸びをみせる.反 面,東 予の今治と新居

浜はやや停滞的な推移を示す.

(北九州)熊 本と大分が発展性の高い都市といえよう.福 岡 も人口の伸び率は高い.一一

方,北 九州,飯 塚,大 牟田,佐 世保,別 府の各都市は伸びなやみの傾向を示している.長

崎の伸び率 もやや低い方に属する.

(南九州)こ の地域の都市は割合高い伸び率を示すものが多い.と くに宮崎の伸びは可

成大きく,鹿 見島と那覇 もそれぞれ順調に伸びっつある.な かで企業城下町の延岡はひと

り伸びなやんでいる.

4.機 能的特性

各地域の都市について,機 能上特徴的な事項のみを記載する.

(北海道)帯 広以外はすべての都市で交通的機能が強いのが特徴的である.

(東 北)青 森,盛 岡,仙 台,秋 田の4都 市で,商 業,交 通,サ ービス業,公 務の第3
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次産業機能のすべてが平均的に高い.こ のことは,逆 に工業機能の非常に弱いことを裏付

けている.各 機能共に標準的な都市は南部に立地 し,い わき,郡 山,会 津若松と酒田の4

都市に及ぶ.

(関 東)北 関東の太田,勝 田はそれぞれ新興の自動車,電 気機器の町,ま た足利,桐

生は共に古い織物の町で,ひ としく工業都市ではあるが,業 種の違いが両者の盛衰を大き

く別けている.東 京区部は商業,次 いでサービス業に特化するが,こ のタイプの市には全

国で他に金沢,京 都,長 崎がある.

(甲信越)主 要8都 市それぞれに個性が明確であり,特 別の共通的な傾向はみられない.

(北 陸)商 業,工 業のバランスのよくとれた都市の立地する地域である.

(東 海)商 業都市は名古屋 と岐阜,静 岡のみで,他 の殆どは工業都市である点が この

地域の著るしい特徴である.

(近 畿)京 阪神3都 は商業,臨 海部の各都市は工業 と交通が目立 っている.

(山 陰)鳥 取,米 子,松 江の3市 共,第3次 産業が中心で,サ ービス業が共通 して高

いが,ど ちらかといえば松江と鳥取は公務中心,米 子は交通 と商業の中心 といえよう.

(山 陽)岡 山と広島は商業,東 部の倉敷,福 山は工業,広 島以西の臨海諸都市は交通

の機能が卓越 している.

(四 国)阪 神に近い徳島,高 松が商業,や や離れて後背地の広い松山,高 知がサービ

ス業と商業,今 治と新居浜は工業中心の都市である.

(北九州)こ の地域には,商 業,サ ービス業に特化 した都市が多い.

(南九州)北 九州と同様,商 業,サ ービス業を中心とする都市が多いが,都 城と延岡は

共に標準都市として位置付けられる.

皿.都 市の所在地域,人 ロ ・商業の規模と伸び率,

機能的特性など相互間の特徴的事項

1.地 域別 にみた人ロの伸び

表4お よび図1は 主要中心都市の所在地域と人口増減率階級を示 したものである.人 口

10万人以上(S.60)の 大 ・中規模の中心都市の うち,最 近10年 間(S.50～60)に おけ

る人口増加率が20°0を超えてAラ ンクに区分した都市は,人 口における急成長都市であり,

その数28を 算えるが,う ち過半数の15都市が関東地域,と りわけ,東 京の外周40～50km圏

域に集中することは注目されてよい.他 には東海地域での分布が目立つが,中 京30km圏 で

は4都 市の立地をみる.近 畿地域になると,こ の様な半独立的な急成長都市は大津と加古

川の2つ に過ぎな くなる.地 域発展の東高西低の現象である.南 北両端部の地方中心とし

て,福 岡,大 分,宮 崎や仙台,盛 岡,札 幌の各都市が,最 近に至 ってもなお高い伸びを続

けている事も注目したい.

巨大都市では,大 阪圏の最近の伸び率6°oに 比べ,発 展を続ける若いまち東京は10°oと

両者の格差は大きく,東 西2都 の人口差はますます激 しい勢いで拡がる一方である.名 古

屋や京都,神 戸はいずれ も6～7%の 低い伸びにとどまっている.
一方 ,近 年人口の減少をみるに至ったおもな都市としては,北 海道の室蘭(△14°o)や

小樽をはじめ,東 海の清水,山 陽の尾道,呉,北 九州の大牟田,佐 世保など,何 れも都市

が発展を続けてゆ くために必要な豊かな後背地や,周 辺部の広 くなだらかな地形に恵まれ

ず,加 えて これ らの都市は,い わゆる不況産業を柱とする港湾依存型の都市であること等

が共通点といえよう.
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ところで,12の 地域別に主要中心都市にっいて最近10年 間の人口増加率の平均値を算出

してみると,非 常に特徴的な事実が発見される.そ れは,表4最 下行に記載 したとおりで,

日本の中央部,最 先進地ともいえる近畿の地域を中核として,東 西に隣る東海や山陽か ら,

さらに次第に周辺地域へと向うにつれ,漸 移的に人口増加率が増大してゆき,両 端周縁部

である東北,北 海道や南九州では全国平均(10.5%)を 遙かに上まわる高い都市人口増加

率を示す ことである.

実はこの増加率の数値こそ,地 域の先進度をよく物語るものではないであろうか.そ れ

は,あ たかも京阪神の大都市圏をさきがけとする都市地域人口増加のうねりが,近 年に及

んで漸 く日本の両端部に及び(仙 台,札 幌や福岡などの高い伸び率に象徴 される),そ の

結果,か つて全国にさきがけて人口増加率の最大値を示 したこの中核部は,今 日,最 低ラ

ンクの伸び率にとどまっているという現実なのである.こ の現象は,丁 度池の中に小石を

投 じたとき,波 紋がまわりに向って次第に輪を拡げてゆくさまを想起させる.

全部的に人口増加率が年々低下を続ける中にあって,今 日み られるこの都市の人口増加

率の地域格差も,や がて近い将来には縮小 してゆ くであろう.そ して,地 域内部では進行

する都市化の過程において都市間の淘汰が進み,都 市システムの再編成が行われてゆ くこ

とであろう.と もか く,と くに近年の北海道では大都市と農山村との伸び率格差は極端と

云 う他はない.

2.地 域別にみた商業の伸び

都市の商業にっいては,S.51,S.60両 年の卸 ・小売業販売額を指標 として地域別 に

高い伸び率,低 い伸び率を示す都市を拾ってみると,高 い方は関東,と りわけ北関東と東

海(中 京)地 域,低 い方は北海道～東北西部と山陽～北九州にそれぞれ集中的分布を示す

ことがわかる.(表5お よび図2参 照)

地域別に伸び率の平均値を求めると,関 東を最高に,東 海,甲 信越と南九州で高 く,北

海道,東 北,近 畿,山 陰,北 九州の諸地域で低いという結果となる.こ の地域的な傾向は

人口の伸び率とはやや異なった傾向を示す.あ る意味では,人 口の伸び率よりも,こ の商

品販売額の伸び率の方が地域の活力をまともに反映するものといえよう.

3.人 ロの規模と増減率

人口規模階級別の平均人口増減率を算出 してみると,30～300万 のC,Dク ラス,つ ま

り中規模の上位～大規模都市での伸び率が最 も高いことが知 られる.こ れに次 ぐ伸び率を

示すのは,Eク ラス(10～30万 人)の 中都市である.300万 人を超えるA,Bク ラスの3

大都市はC～Eク ラスの都市の平均伸び率と較べ反 って低い.一 方,こ の表にはないが,

10万人未満の小規模中心都市の伸び率は,規 模に対応 して最低位を示す ものと考えられる.

かつて人口の伸び率は都市の人口規模とほぼ正比例するものであったが,近 年はこの傾向

が変 り,過 密な巨大都市ではもはや頭打ち的になったものである.

4.機 能的特性と人ロの規模 ・増減率

主要中心都市の機能的特性のタイプ別に平均人口を算出してみると,商 業とサービス業

に特化 した都市が際立 って高 くなる.巨 大都市や大都市では,い ずれもこの商業,サ ービ

ス業を卓越機能とするからである.こ れに次いでは,同 じく第3次 産業に属する交通都市,

続いて公務都市である。また,特 化機能をとくにもたない標準都市や,第1次 ・第2次 産

業を中心とするような都市の平均人口は20万人以下で,そ れほど大きいものとはいえない.
一方 ,人 口増加率は公務,工 業の両都市で最高値を示 し,交 通,サ ービス業がこれに次 ぐ.

商業都市,標 準都市の増加率はやや低 く,ほ ぼ全都市平均なみとなる.
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表4.人 口10万 以上 の中心都市の所在地域 と人 口増減率(S.50、S.60国 勢調査結 果による)

瞭 南 九 州 北 九 州 四 国 山 陰
1

山 陽 近 畿 東 海 北 陸 }甲 信 越 関 東 東 北 北 海 道

宮 崎 福 岡 ・大 分 大 津 ・加古川 各務原 ・豊 田 厚 木 ・秦 野 仙 台 ・盛 岡 札 幌
21.Q 22,422.1 24,424.0 32,124.3 61,236.8 22,120.0 27.1

藤 枝.岡 崎 野 田 ・八王子
23,921.5 35,532.3

桑 名 相模原 ・青 梅
20.7 30,028.6

勝 田 ・座 間
28,524.1

A
木更津 ・藤 沢
24,123.5

市 原 ・大 和
22,421.8

茅ケ崎 ・太 田
21,720.7

}

t 岩 槻
20.4

鹿児島 ・那 覇 熊 本 ・佐 賀 松 山 ・高 松 鳥 取 ・米 子 山 口 ・広 島 橿 原 ・和 泉 安 城 ・三 島 金 沢.富 山1甲 府.新 潟 宇都宮 ・平 塚 秋 田 ・郡 山 苫小牧 ・北 見
17,016.3 18,410.9 16,912.2 12,111.8 17,114.3 18,016.4 19,817.0 15,210.0 16,713.4 18,717.6 14,214.0 19,317.2

都 城 ・沖 縄 徳 島 ・高 知 岡 山 ・防 府 刈 谷 ・鈴 鹿 上 田 土 浦 ・水 戸 山 形 ・青 森 帯 広 ・旭 川
12,610.8 11,911.1 13,011.9 16,916.3 10.5 16,615.7 11,611.3 16,613.4

小 牧 ・焼 津 伊勢崎 ・高 崎
16,315.4 14,912.3

B
豊 橋 ・浜 松 前 橋 ・小 山
13,212.2 11,711.6

富士宮 ・半 田
12,011.4

瀬 戸
10.7

久留米 ・飯 塚 松 江 福 山 ・宇 部 京 都 ・姫 路 豊 川 ・ 津 福 井 ・小 松 長 野 ・松 本 熊 谷 ・東 京 福 島 ・石 巻 釧 路
9.99.6 9.9 10.08.0 7.06.6 9.48.8 9.35.8 9.97.5110.09.8 9.89.3 6.4

長 崎 倉 敷 神 戸 ・伊 丹 一 宮.富 士 長 岡 上 越 横須賀 ・小田原 会津若松 ・八戸
5.3 6.6 6.46.3 7.97.7 7.05.9 9.67.2 8.77.6

C
岸和田 ・和歌山 松 阪 ・名古屋 弘 前 ・いわき
6.25.8 7.36.4 6.86.2

大 阪 大 垣 ・沼 津
5.8 5.85.4

四 日市

5.3

延 岡 八 代 ・北九州 今 治 ・新居浜 徳 山 ・岩 国 静 岡 ・岐 阜 高 岡 飯 田 足 利 ・日 立1 鶴 岡 ・酒 田 函 館

D
1.4 4.93.1 4.50.4 3.81.7 4.84.3 4.4 4.5 3.32.614.43.8 4.8

別 府 下 関 伊 勢 桐 生
o.7 1.0 2.8 2.2

E 佐世保 ・大牟田 尾 道 ・ 呉 清 水 i 小 樽 ・室 蘭
XO.OX3.9 X2.2×2.9 XO.4 △6.5△14.2

地域
平均

15.4,°b 11.8 11.6 11.2 9.0 6.7 9.5 10.7 1 11.6 13.2 15.8

全国平均10.5% (注)各 欄の都市配列は増減率の順 表中の数字はS.50～60の 増減率(%)を 示す。

一8

油

汁

緑

諮

ま
畑



水田:都 市域の設定に もとつ くわが国主要中心都 市の規模お よび発 展動向についての考察107

図1お もな都 市の人口増 減率(S.50～60)

凡

●

●

§

例

20°oL:1上 の 増 加

10～20°0〃

5^-10°0

0^-5°0

減 少

饗観 聾1-2一

1◎.♂

母
巡

!
.㍉

.

.

..

..

●

・

◎

o

"
●.
.

e
OO

・o

.o

●

..∫00

∫・00:;,『輔 。

}。/。 ・

凡 例

●2.5倍 以 上

02.0～2.5倍

01.7～2.0倍

01.5～1.7倍

Ol.5倍 未 満

図2お もな都市の卸 ・小売業販売額の伸 び率(S.60/51)
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表5.人 口10万 以上の中心都市の所在 地域 と卸 ・小売業販売額の伸び率(S.51～60)

濃 南 九 州 北 九 州 四 国 山 陰 山 陽 近 畿 東 海 北 陸 甲 信 越 関 東 東 北 北 海 道

八 代 伊 丹 刈 谷 ・小 牧 松 本 厚 木 ・勝 田
2.66 3.01 3,653.49 3.15 3,312.83

豊 田 ・安 城 岩 槻 ・太 田
3,132.71 2,772.66

A
各務原 小 山 ・前 橋
2.6? 2,562.52

水 戸 ・高 崎
2,512.50

宮 崎 ・沖 縄 大 分 ・熊 本 松 山 山 口 ・防 府 加古川 ・和歌山 静 岡 ・富士宮 飯 田 ・上 田 大 和 ・土 浦 帯 広
2,092.05 2,182.03 2.32 2,272.27 2,232.15 2,382.36 2,242.22 2,482.37 2.02

岡 山 大 津 豊 川 ・富 士 甲 府 ・長 野 平 塚 ・市 原
2.17 2.12 2,342.21 2,152.12 2,342.33

岡 崎 ・沼 ・津 相模原 ・日 立
2,192.15 2,322.30

B
四日市 ・半 ・田 野 田 ・座 間
2,122.10 2,232.21

豊 橋 ・鈴 鹿 秦 野 ・八王子
2,102.10 2,152.06

瀬 戸 ・藤 枝 東 京 ・熊 谷
2,092.06 2,032.01

那 覇 ・都 城 佐 賀 ・久留米 徳 島 ・新居浜 米 子 福 山 ・広 島 橿 原 ・和 泉 浜 松 ・名古屋 小 松 ・富 山 上 越 ・長 岡 青 梅 ・藤 沢 いわき ・八 戸 札 幌 ・北 見
1,961.87 1,991.87 1,871.82 1.71 1,901.85 1,881.86 1,951.92 1,971.84 1,931.90 1,941.92 1,971.93 1.$71.84

鹿児島 長 崎 ・福 岡 高 松 ・高 知 岩 国 ・宇 部 岸和田 ・大 阪 岐 阜 ・清 水 金 沢 ・高 岡 木更津 ・足 利 山 形 ・仙 台
:・ 1,831.76 1,801.77 1,821.73 1,861.71 1,871.84 1,831.74 1,851.$5 1,921.79

佐世保 神 戸 一 宮 ・伊 勢 福 井 宇都宮 ・茅ヶ崎 酒 田 ・石 巻
1.75 1.71 1,841.82 1.72 1,841.83 1,731.72

C
津 ・大 垣 伊勢崎 ・横須賀 福 島
1,811.80 1,781.73 1.71

松 阪 ・焼 津
1,801.80

桑 名 ・三 島
1,781.70

延 岡 飯 塚 ・別 府 今 治 松 江 ・鳥 取 下 関 ・ 呉 京 都 ・姫 路 新 潟 小田原 ・桐 生 郡 山 ・秋 田 苫小牧 ・旭 川
1.66 1,561.54 1.69 1,651.61 1,621.60 1,551.50 1.51 1,631.61 1,681.62 1,611.59

D
大牟田 徳 山 会津若松 ・盛岡 釧 路
1.51 1.59 1,611.61 1.52

弘 前 ・青 森
1,601.51

北九州 倉 敷 ・尾 道 鶴 岡 函 館 ・小 樽
1.44 1,341.33 1.16 1,451.26

E 室 蘭
1.23

地域
平均 1.93倍 1.76

..
1.66 1.83 1.71 ・・ 1.81 1.93 2.04 1.73 1.75

 

倍

5Z

倍
OZ

倍
7L

倍
5L

(注)各 欄の都市配列は販売額伸び率の順 数字はS.60/51の 倍率を示す。1.90倍全国平均
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表6.人 口10万 以 上 の 中心 都 市 の人 口 とそ の 増 減 率(S.50、S.60国 勢 調 査 結 果 に よ る)

900万 人300万 人90万 人30万 人 10万 人

鷲 A B C D E

福 岡 ・札幌 ・仙台
'

相模原 ・八王子 ・大分 ・藤沢 ・宮 崎 ・豊田 ・盛岡 岡崎 ・大津 ・市原 ・加古川 ・茅 ケ崎 ・大和 ・厚木 ・秦野 ・太田 ・

A
1,8471.625937 526427403328325317305 285251238227185178176142134

各務原 ・木更津 ・桑名 ・藤枝 ・青梅 ・野 田 ・勝田 ・岩槻 ・座間

124120114112111106103101100

広 島

1,211
浜松 ・熊本 ・岡山 ・鹿児島 ・新潟 ・那覇 ・金沢 ・

664660636609571563561
甲府 ・青森 ・高崎 ・山形 ・平塚 ・水戸 ・帯広 ・佐賀 ・鈴鹿 ・苫小牧 ・
298294276245230229218188165158

B 松山 ・宇都宮 ・高松 ・富山 ・旭川 ・高知 ・豊橋 ・
都 城 ・土 浦 ・米子 ・和 泉 ・鳥 取 ・小 山 ・安 城 ・三 島 ・半 田 ・瀬 戸 ・

151143141138137134133132129125

466432406371364360322

秋 田 ・徳 島 ・前 橋 ・郡 山

山 口 ・防 府 ・上 田 ・小牧 ・橿 原 ・富 士 宮 ・伊 勢 崎 ・刈谷 ・焼 津 ・北 見

124118116113113113112112109107

沖 縄
315309303302 101

東京 ・ 名古屋 京都 ・神戸 長崎 ・姫路 ・倉敷 ・和歌山 ・横須賀 ・福 山 ・ 福井 ・四 日市 ・福 島 ・沼津 ・一 宮 ・久留米 ・八戸 ・釧路 ・富士 ・松本
23,008 3,038 2,0101,778 529521452445427399 297284271270257249241230214210

C
大阪 いわき ・長野 小田原 ・岸和 田 ・長 岡 ・伊丹 ・弘前 ・宇部 ・大垣 ・津 ・熊 谷 ・松江 ・
9,907 351337 186186184183176175166160155152

石巻 ・飯塚 ・上越 ・会津若松 ・松 阪 ・豊川 ・小松

150134131118117107106

北九州 岐阜 ・静 岡 ・函館 下 関 ・日立 ・高岡 ・足利 ・桐生 ・徳 山 ・延岡 ・別府 ・新居浜 ・伊 勢 ・

D
1,297 500468342 269218184168150147136135132130

岩 国 ・今治 ・八代 ・飯田 ・酒 田 ・鶴 岡

128125109107101100

E 呉 ・佐世 保 ・清水 ・小樽 ・大牟 田 ・室 蘭 ・尾道

267251242172159136101

平 均
増減率

8.6% 6.4% 13.6,°b 13.4°o 10.5°o

全平均10.5%
(注)各 欄の都市配列 は人[]の 順 数字はS.60人 □(千 人 単位)を 示す 。
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機能的特性による都市の分布状態を地域別にみると,工 業都市はわが国の中央部,即 ち

関東か ら近畿にかけての地域に集中的な立地をみる.第2次 産業は人消費市場の近 くに集

中立地をする傾向が実に顕著な地理的現象であるといえよう.他 方,第3次 産業を中心と

する都市は全国的にあまねく分布するが,数 的には南西日本での分布が多い.標 準都市は

中央部と周辺部との境界付近に多 く立地する傾向がみ られる.

表7.機 能的特性による人口10万以上の中心都市の人口規模・増減率

機能的特性 都市数
人 口規模平均

S.60
人 口増 減 率 平 均

S.50.60
卓 越 地 域

農 林 業

水 産 業

1

1

千人

176

150

00

6.8

9.3

東 北

東 北

鉱 業

工 業

1

51

159

198

△3.9

14.6

北 九 州

関東、北陸、東海、近畿

商 業

交 通

サー ビス業

公 務

49

41

37

36

1,198

441

1,057

298

10.2

13.0

12.0

(東 京 を除 き15.3)

14.7

北海道、山陰、四国、北九州 、南九州

北海道 、東北 、近畿 、山陽

東北、山陰、北 九州、南九州

山陰、北九州

標 準 17 184 9.4 東北、南九州

平均(合 計) (145) 543 10.5

5.人 ロ規模と1人 当 りの卸 ・小売業販売額

1人 当りの年間販売額は,名 古屋を トップに仙台,東 京,福 岡,大 阪,高 松の順に広域

中心都市で高い値を示 し,東 京,大 阪,名 古屋の周辺部の工業都市で低い値を示すが,一

般には都市規模が大きくなるほど額 も大きく,小 さくなるほど小さいという相関関係が明

確である.こ れはより多い人口の集積が,よ り多 くの企業利益を生み出すのに役立ってい

ることのあらわれで もある.ま た,住 民1人 当 り販売額の都市間格差は極めて大きく,都

市の機能的特性,ひ いては拠点性の大きさとの関連が深いということもできよう.
一・般的に云って ,商 業都市の1人 当り販売額は大きく,工 業都市のそれは著るしく小さ

いといえる.商 業都市である名古屋と工業都市の大阪府和泉市とでは,実 に15:1以 上の

1人 当り販売額の格差がみられる.

6.人 ロ増減率と卸 ・小売業販売額の伸び率

都市の人口増減率と商業販売額伸び率との間にはかなり強い相関関係がみ られる.但 し,

人口の伸び率階級(A～E)に よるA・B・Cラ ンクの都市の平均的な卸 ・小売額伸び率

には殆ど差がみられない.こ の ことは,商 業(売 一h)の伸びには必ず人口の伸びを伴うが,

都市人口の伸びは一定率(こ こでは5%)以 上となると,必 ず しも地元での売上の伸びを

伴わなくなるということを示レている.

7.都 市別人ロ,卸 ・小売業販売額の順位

表10に よって全国の上位50位 までの都市域人口とその商業販売額(卸 ・小売別)を 知る

ことができる.人 口規模1～10位 をみると,東 京,そ して大阪の絶対的優位が明確であり,

名古屋,京 都に続 く福岡は神戸を抜いて第5位 に上るなど,広 域中心都市の躍進ぶりがう

かがわれる.11～20位 は50万以上の地方的大都市であるが,こ のクラスには大規模産業都

市,準 広域中心都市,そ して衛星的工業 ・住宅都市が含まれている.那 覇は衛星都市地域

の包括により,こ の ランクに上 っている.
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表8.人 口10万 以上 の中心都市 の人 口規模 と一人当 り年間卸 ・小売販売額

90万 人 30万 人 10万人

＼ 人口

墨堂謹
A B C D E

00 0 00 00 0

東京 ・大阪 名古屋 札幌 ・仙台 長 野 ・静 岡 ・高 松 水 戸 ・松 本

841786 1,214 617874 609694766 703621
A 00

広島 ・福岡

679795

0 0000 00000

神戸 旭 川 ・盛 岡 ・秋 田 ・郡 山 ・宇都宮 ・前 橋 釧 路 ・帯 広 ・北 見 ・青 森 ・山 形 ・酒 田 ・福 島 ・土 浦 ・高 崎

403 374447471375483547 392392511413454396411444470
0000 0

B
新 潟 ・富 山 ・金 沢 ・岐 阜 ・浜 松 ・豊 橋 太 田 ・熊 谷 ・長 岡 ・高 岡 ・福 井 ・上 田 ・沼 津 ・清 水 ・ 津

577591574460395365 385379461395527351407425448
0000 000

岡 山 ・熊 本 ・宮 崎 ・鹿児 島 米 子 ・松 江 ・徳 島 ・佐 賀
476386368400 354407421418

0 00 00

京都 函 館 ・豊 田 ・姫 路 ・和歌 山 ・福 山 ・徳 島 小樽 ・苫小牧 ・室蘭 ・八戸 ・弘前 ・石巻 ・会津若松 ・足利 ・小山 ・木更津 ・

337 282243336264337320 224302269333246249337223251237
OOOOO 0

北九州 松 山 ・高 知 ・長 崎 ・大 分 ・那 覇 平塚 ・小 田 原 ・厚 木 ・上 越 ・甲府 ・飯 田 ・小松 ・大 垣 ・富 士 ・焼 津 ・藤枝 ・

246 344290277341243 313239284335344286266.254264274223
C

岡 崎 ・一 宮 ・安城 ・小 牧 ・刈谷 ・四 日市 ・伊勢 ・松 阪 ・伊 丹 ・鳥 取 ・尾 道 ・

226309222321263323241257225345325
0000

下関 ・宇部 ・山口 ・防府 ・今治 ・久留米 ・佐世保 ・八代

313317273247309336230267

いわき ・八王子 ・藤 沢 ・相模原 ・倉 敷 鶴 岡 ・日 立 ・勝 田 ・桐 生 ・伊勢崎 ・大 和 ・三 島 ・富士宮 ・半 田

202186152137215 202202172206202219164160186

D 瀬 戸 ・豊 川 ・桑 名 ・大 津 ・岸和田 ・加古川 ・橿 原 ζ 呉 ・岩 国

一

149166144195163166149170199
00

新居浜 ・大牟田 ・飯 塚 ・別 府 ・都 城 ・延 岡 ・沖 縄

186171185195163166133

横須賀 岩槻 ・市原 ・野田 ・青梅 ・茅 ケ崎 ・秦野 ・座間 ・各務原 ・鈴鹿 ・和泉
E

126 122104113105898710311611978

販売額平 均 824万 円 1,214 544 379 292

全都市平均601万 円 (注)1.各 欄の都市名下方の数字 は1人 当 り卸 ・小 売額(S.60,単 位万 円)

2.表 中 。印は商業機能 の卓越する都市
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図3お もな都市の1人 当 り年間卸 ・小売業販売額(S.60)
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表9.人 口10万 以 上 の 中 心 都 市 の 人 口 増 減 率(S.50～60)と 卸 ・小 売 業 販 売 額 伸 び 率(S.51～60)

2.5倍2.0倍1.7倍1.5倍

卸 売業販

人口 売饗
増減

A B C D E 平 均
伸び率

勝田 ・太 田 ・岩槻 ・厚木 ・ 野 田 ・市原 ・八王子 ・相模 原 ・秦 野 札幌 ・仙台 ・木更津 ・青梅 ・藤沢 ・ 盛岡
倍

A 各務原 ・豊 田 大和 ・座 間 ・藤枝 ・岡崎 ・大津 ・ 茅 ケ崎 ・桑名 ・福 岡
..

加古川 ・大分 ・宮崎

水戸 ・小 山 ・前橋 ・高崎 ・ 帯広 ・土 浦 ・平塚 ・甲府 ・上田 ・ 北見 ・山形 ・宇都宮 ・伊勢崎 ・富山 ・ 旭川 ・苫小牧 ・青森 ・秋田

安城 ・小牧 ・刈谷 富士宮 ・豊橋 ・瀬戸 ・半田 ・鈴鹿 ・ 金沢 ・浜松 ・三島 ・焼 津 ・和泉 ・橿原 ・ 郡 山 ・新 潟 ・鳥取
B 1.91

岡山 ・山口 ・防府 ・松山 ・熊本 ・ 米子 ・広島 ・徳 島 ・高松 ・高知 ・佐賀 ・

沖縄 都城 ・鹿 児島 ・那覇

松本 ・伊丹 熊谷 ・東京 ・長野 ・沼津 ・富士 ・ 八戸 ・石巻 ・福 島 ・いわき ・横須賀 ・ 釧路 ・弘前 ・会 津若松 ・ 倉敷

豊川 ・四 日市 ・和歌山 長 岡 ・上越 ・小松 ・福井 ・大垣 ・名古屋 小 田原 ・京 都 ・姫路 ・松江
C 1.91

「

一 宮 ・津 ・松 阪 ・大 阪 ・岸 和 田 ・神 戸 ・ 飯塚

福 山 ・宇部 ・久留米 ・長崎

八代 日立 ・飯田 ・静岡 酒 田 ・足利 ・高岡 ・岐阜 ・伊勢 ・岩国 ・ 桐生 ・下 関 ・徳山 ・今治 ・ 函館 ・鶴 岡 ・北九州
D 1.76

新居浜 別府 ・延 岡

E 清水 ・佐世保 呉 ・大牟 田 小樽 ・室蘭 ・尾道 1.55

平 均

増減率
17.6% 11・6%(15.9除 東 京) 10.2gb 8.0% 1.9%

90

10.5%

全都市平均
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表10.都 市別人 口,卸 ・小売業 販売額順位(1～50位)

業
額売売小販

円

7

1

6

5

2

0

9

1

1

4億520118504431865712083τL&乳◎5LL92183111111

翻
囎
鷹

撒
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50

48

66

55

23

12

90

82β2,29βJJβ5β4443333333

搬
襯
揃
撚
擶31
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45

83

80

00

81

62

25

09ユつつ999ββββ3332222222

名市都

京

阪

屋

都

岡

戸

幌

島

州

台古九東大名京福神札広北仙

本

松

山

沢

路

潟

島

阜

岡

宮児都熊浜岡金姫新鹿岐静宇

崎

山

松

覇

山

敷

分

山

川

原歌模長松高那和倉大福旭相

山

知

子

館

賀

府

野

井

橋

戸王須富高八函横甲長福豊水

島

岡

沢

森

田

橋

き

崎

崎

市わ日徳盛藤青秋前い高宮四

業
額売売卸販

翻

蠣

難
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26
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11
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鎧

濫
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瀧

罵
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9

9
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9

8

8
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895β4ユβ9β」β58888766666

名市都

京

阪

屋

岡

幌

台

島

戸

都

岡古東大名福札仙広神京静

松

潟

沢

山

州

松

島

本

山

阜九児高新金岡北浜鹿熊富岐

野

宮

橋

戸

井

路

田

山

本

岡都長宇前水福姫秋松松盛

崎

崎

分

川

山

覇

森

崎

形

島長高大旭福那青宮山福

山

橋

水

津

山

府

知

島

岡

路歌郡豊清沼和甲高徳長釧

% 倍
06

95

82

41

32

11

01

40
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01&乳nτ5a&32a
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16

31
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74333。2L4.22LL

売
額小売・販卸業

潮

稀

鷹
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朧

朧

4

a

亀

◎
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a

L

L

乳
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2
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6

6

0

4

0

2

6

002678477862ρ」つ2,24β'9ρ32313131302625242221

65
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93

11

23
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灘

灘㎜

騰
㎜

騰

羅

羅

名市都

京

阪

屋

岡

幌

島

台

戸

都

岡古東大名福札広仙神京静

沢

州

潟

松

山

松

本

島

阜

山九児金北新高岡浜熊鹿岐富

宮

野

路

橋

戸

山

井

田

崎

分都宇長姫前水松福秋長大

覇

岡

川

山

本

崎

森

崎

橋

山歌那盛旭福松高青宮豊和

山

形

島

津

知

水

府

島

敷

館郡山福沼高清甲徳倉函

口人

謝

響
躍

響

2

64

60

36

09

71

63

61

29

26

216666555555

0

8

6

2

5

2

7

7

6

306654322005444444444
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71

64

60
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25

223333333333

17
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98
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853333332222

名市都

京

阪

屋

都

岡

戸

幌

州

島

台古九東大名京福神札北広仙

松

本

山

島

潟

覇

沢

崎

原

路児模浜熊岡鹿新那金長相姫

阜

岡

山

敷

山

宮

賀

子

松

分歌都須王岐静松倉和宇横八高大

山

山

川

知

き

館

野

沢

崎

橋わ福富旭高い函長藤宮豊

田

田

島

岡

橋

山

府

井

森

崎豊秋徳盛前郡甲福青岡

位順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

謁

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

資料はS.60国 勢調査 およびS.60商 業統 計表に よる。
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卸 ・小売業販売額1～10位 をみると,人 口順位 とは異なって,大 阪商圏の下位に列する

京都と神戸が4つ の広域中心都市の後位に下 り,北 九州に代って静岡が10位 に上って くる.

11～20位 には準広域中心都市 クラスの顔ぶれが並ぶ.卸 売業と小売業それぞれの販売額に

よる都市順位では,か なり都市間の乱れがみられる.っ まり,小 売額は人口と概ね比例的な

値を示すが,卸 売額は都市の中心性の大きさと比例的な値を示す ことになる.こ こで小売額

に対する卸売額の倍率を算出してみると,10倍 を超えるのは名古屋のみであるが,7倍 を超

えるものは東京,仙 台,大 阪,福 岡の4都 市,5倍 を超えるものは高松,広 島,静 岡,札

幌,長 野,新 潟,富 山の7都 市であり,何 れも拠点性の高い中心都市であることがわかる.

お わ り に

非常に間口の広い全国的,総 合的な都市の統計調査の結果を限 りのある紙数にとりまと

めることは仲々困難であり,甚 だまとまりのない結果に終ったことを反省 している.ま た,

解析が十分でない点を承知 しているが,今 回はとりあえず 「調査報告」として算出した資

料を提供させて頂いた様な次第である.い ま,わ が国の都市は激 しくゆれ動いており,短

い期間ではなく,か なり長い目で推移する規模や発展動向を考察することも必要ではない

かと考える.

今回の調査は,市 域単位ではなく,そ の周辺部にあたる特定の基準によって選定された

「中心市域に準ずる市町村」を含めたものによって,統 計を頼 りに算出し,比 較 ・解析を

加えたものである.こ の作業によって,都 市規模を例にとって も,従 来の中心市域のみに

よるものとはかなり大きく異った,よ り現実的な数値によった階級区分化や地域対比が可

能となった様に思う.ま た,都 市の発展動向にっいて も,地 域間にある種の規則性が認め

られたことも一つの発見であった し,発 展都市,衰 退都市がかなり明確なかたちで浮きぼ

りされたことも一つの収穫であった.

おもな参考文献

総務庁統計局編:国 勢調査報告書

S.50,55,60各 年分

通商産業大 臣官房編:商 業統計表

S.51,60各 年 分

Summary

Japanhasnow145centralcitieswithapopulationexceedingonehundredthousand

people.Inrecentyears,changesintheindustrialstructures,socialandeconomic

environmentsofeachareahavebroughtaboutmarkeddifferencesindeveloping

tendenciesbetweenthosecities.

Inthispaper,therecentscalesanddevelopingtendenciesofmaincentralcities

overthecountryarediscussedbasedontheuniformdemarcationofurbanareas,

withadditionaldiscussiononthecorrelationsbetweenthescales,developingtend-

encies,locationsandfunctionalcharacteristicsofthecities.

Innormalcases,discussionismadeusingstatisticsonamunicipalareabasis,

butthisapproachisgeographicallyquiteirrationalandoftencoversonlytoo

smallareas.Inthispaper,therefore,Ipickedupthoseareasofcities,towns
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andvillageswhicharelocatednearanddeeplyrelatedwiththemunicipalareasof

centralcities.Thisselectionwasmadesothatthefollowingfiverequirements

mightbesatisfied

wellasotheraspectswasmadeusingstatistical

those

scalesof

and

therateofpopulationchangebetween1975and1985andthoseofthesalesamounts

ofretailersandwholesalersbetween1976and1985werecalculated.

Theresultsshowedthatthescalesofpopulationwererankedfromthetopinthe

orderofTokyo,Osaka,Nagoya,Kyoto,Fukuoka,Kobe,Sapporo,Kitakyushu,

HiroshimaandSendai;thesalesamountsofretailersandwholesalersintheorder

ofTokyo,Osaka,Nagoya,Fukuoka,Sapporo,Hiroshima,Sendai,Kobe,Kyoto

andShizuoka.Asfortheincreaserateofpopulation,manycitiesintheKanto

andTokaiDistrictsmarkedhigherfigures.Onanareabasis,theaveragein-

creaseratewaslowestinKinkiDistrictandshowedgradualrisefromtheretoward

theeasternandwasternareaswiththehighestfiguresinHokkaidoandsouthern

.Kyushu,respectively .Thesalesamountsofretailersandwholesalersindicated

higherincreaserateinKantoandTokaiandlowerincreaseinKinkiandSan‐in.

TheincreaserateofpopulationwasgreatincitiesinhabitedbyO.3to2

millionpeopleandbecamelowerforcitieshavingapopulationeitherlargeror

smallerthanthislevel.Therewasatendencythatthesalesamountofretailers

andwholesalersperinhabitantincreasesasthepopulationscalebecomeslarger.

Theincreaserateofpopulationwaslargerinthecitiesshowingahigherincrease

rateinthesalesamountofretailersandwholesalers.

Statisticaldatacalculatedforeachcitywerenotsufficientlyanalyzed,but

thescalesofcitiescouldbeclassifiedanddemarcatedbasedonmorerealistic

figures,whichgreatlydifferedfromthoseobtainedintheapproachonamunicipal

areabasis.Inaddition,itwasanoteworthyfindingthatthedevelopingtendencies

ofcitiesshowedacertainregularitybetweenareas.Itwasalsoafruitfulresult

thatIwereabletopointoutwhichcitiesaredevelopingordeclininginasig-

nificantlyaccuratemanner.

1.Urbanappearanceisretained.

2.Developmenthascontinuedinrecentyearsorinformerstages,

3.Goodurbanindustriesareflourishing,

4.Dailyhumanrelationsarestronglybuiltupwiththecentralcity,

5.Administrativeareasarelinked.

Asaresult,330areasofcities,townsandvillageswereselectedaround77cen-

tralcities(including79inTokyo,46inOsaka,19inNagoyaand17inFukuoka).

Discussionastothescalesanddevelopingtendenciesofthecentralcitiesas

dataofeachcitytogetherwith

ofneighboringcities,townsandvillageswhichwereselected.Forthe

cities,populationcensusdatain1985andthesalesdataofretailers

wholesalersin1985wereusedandforthedevelopingtendenciesofcities,


